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概  要 

 

炭素繊維強化高分子材料(CFRP)の用途は、航空宇宙、自動車分野等に拡大

し、CFRP の信頼性・耐久性確保に対する社会的要求が高まっており、優れた

強度を長期間維持できる CFRP の開発が望まれている。本研究は、マイクロ

カプセルを用いて自己修復性 CFRP を開発するもので、高強度と高自己修復

機能の両立した高性能な CFRP の実現を目指すことを目的とする。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

現在、自己修復性（図１）を有する CFRP は実用化されていない。マイク

ロカプセル（図２）を用いた手法は、加工プロセスが容易で、比較的低コスト

で自己修復性付与が可能である。また、マイクロカプセル中に発色剤を混入さ

せることで、損傷状態を知らせる機能を付与することも可能である。 

本技術の 

有用性 

CFRP に自己修復性を付与することで、信頼性を大幅に向上させることが可

能となり、航空機、自動車等へ FRP を大量に適用できるようになる。また、

軽量化による省エネルギー効果と長寿命化による廃棄物低減効果で地球環境

問題の解決にも寄与できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

図 1 自己修復メカニズム                   図２ 破壊したマイクロカプセル 
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